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1. 調査団員・氏名 

（１）基本設計調査（平成 19 年 10 月 26 日から平成 19 年 11 月 22 日） 

 

富田 明子 【総括】                         独立行政法人国際協力機構 
シリア事務所所長 

 
加藤 正哉 【技術参与】                     自治医科大学救急医学講座助教授 
 
 
吉田 友哉 【計画管理】                     独立行政法人国際協力機構 

無償資金協力部業務第二グループ 
                          保健医療チーム  
 

東條 重孝 【業務主任／機材計画 1】 株式会社国際テクノ・センター 

 

田制 弘 【機材計画 2】 株式会社国際テクノ・センター 

 

吉村 賢司 【調達計画／積算】  株式会社国際テクノ・センター 

 

（２）基本設計調査概要説明調査（平成 20 年 2 月 23 日から平成 20 年 3 月 1日） 

 

富田 明子 【総括】 独立行政法人国際協力機構 
  シリア事務所所長 
 
吉田 友哉 【計画管理】                     独立行政法人国際協力機構 

無償資金協力部業務第二グループ 
                          保健医療チーム 
 

東條 重孝 【業務主任／機材計画 1】 株式会社国際テクノ・センター 

 

田制 弘 【機材計画 2】 株式会社国際テクノ・センター 



2. 調査行程 

（１）基本設計調査 

業務主任/機材計画1 機材計画2 調達計画/積算

㈱国際テクノ・センター／東條　重孝 ㈱国際テクノ・センター／田制　弘 ㈱国際テクノ・センター／吉村　賢司

13日間 28日間 28日間 18日間

1 10月26日 金
成田→名古屋

名古屋→

2 10月27日 土 ドバイ  → ダマスカス

3 10月28日 日
JICA表敬

日本大使館表敬
保健省表敬/協議（日程等）

4 10月29日 月 保健省協議

5 10月30日 火
ダマスカス病院（救急病院兼救急ステーション）

保健省車両部

6 10月31日 水 ダマスカス県内救急スポット長際→アレッポ

7 11月1日 木 アレッポ県保健局協議・資料収集イブンラーシド病院
羽田  → 名古屋
名古屋  → ドバイ

8 11月2日 金 アレッポ→ダマスカス アレッポ→デリゾール ドバイ  → ダマスカス

9 11月3日 土 羽田→関西→ドバイ
→ホムス県保健局協議

→ダマスカス
デリゾール県保健局協議

アルアサド病院無線中継局
保健省表敬・協議

10 11月4日 日 ドバイ→ダマスカス 資料整理 ｱﾙﾏﾔﾃﾞｨｰﾝ病院→ダマスカス 輸送業者調査

11 11月5日 月 保健省救急ステーション　保健大臣表敬　 日本大使館表敬 無線機代理店調査

12 11月6日 火 SPC     イブンアルナフィス病院 救急車代理店調査

13 11月7日 水
ダマスカス近郊県保健局協議

→ホムスナショナル病院,
無線中継局調査

→ダマスカス
医療器材代理店調査

14 11月8日 木 タドモール病院（デリゾール県内救急病院）→ダマスカス 輸送業者調査

15 11月9日 金 ダマスカス→ラタキア

16 11月10日 土
ラタキア県保健局協議

→アレッポ
保健省協議

ラタキア県保健局協議
→アレッポ

ホムス県保健局協議

17 11月11日 日
アレッポ県保健局表敬、救急センター調査

→ダマスカス
保健省協議

アレッポ県保健局表敬、救急センター調査
→ダマスカス

医療器材代理店調査

18 11月12日 月 ミニッツ協議　（保健省） 無線機代理店調査

19 11月13日 火 ミニッツ協議　（保健省） 救急車代理店調査

20 11月14日 水
ミニッツ署名、JICA、

大使館報告
ダマスカス→ドバイ

ミニッツ署名 ダマスカス  → ドバイ

21 11月15日 木 ドバイ→関西→羽田 保健省協議 ドバイ無線機代理店調査

22 11月16日 金 団内協議 資料整理

23 11月17日 土 保健省協議 ドバイ無線機代理店調査

24 11月18日 日 保健省協議
ドバイ  → 関西
関西  →羽田

25 11月19日 月 保健省協議

26 11月20日 火 保健省協議

27 11月21日 水
保健省、JICA、大使館報告

ダマスカス  →ドバイ

28 11月22日 木
ドバイ  → 関西
関西  → 羽田

Date
国際協力機構／吉田友哉 自治医科大学／加藤正哉

 

 
 



（２）基本設計調査概要説明調査 

計画管理 業務主任/機材計画1 機材計画2
吉田　友哉 東條　重孝 田制　弘

6日間 8日間 8日間

1 2月23日 土
羽田→関西

関西→

2 2月24日 日 午前：JICA協議　　　　　　午後：保健省協議

3 2月25日 月 保健省協議

4 2月26日 火 ミニッツ協議(保健省)

5 2月27日 水 大使館報告

ダマスカス発

7 2月29日 金 日本着

8 3月1日 土

2月28日6

　ダマスカス発

ミニッツ協議(保健省)

日本着

ミニッツ署名、日本大使館報告

補足情報収集（保健省）
木



3. 関係者（面会者）リスト 
 

保健省 Ministry of Health 

Maher Al-Housami   Minister of Health 

マへール アル-ホウサミ  保健省大臣 

 

Deeb Hazimeh               Deputy Minister of Health 

ディーブ ハジメ        保健省副大臣 

 

Mohamed Dashash     Director of planning & statistic 

モハメッド ダシャーシ         保健省統計／計画局長 

 

Tawfik Hasaba          Director of Emergency 

トウフィック ハサバ    保健省救急部長 

 

Ahamed Hamadan   Deputy Director of Emergency 

アハメッド ハマダン  保健省救急部副部長 

 

Ayman Akkad   Department of Bio-Medical Engineering 

アイワン アッカド     保健省維持管理部 

 

国家計画委員会 State Planning Commission 

Nader Sheikh Ali   International Cooperations,Director General 

ナデル シェイク アリ  国際協力局長 

 

Hala Imad  Director of co-operation with Asia, America and 

Africa 

ハラ･イマッド   アジア、アメリカ、アフリカ協力部／部長 

 

ダマスカス病院 Damascus Hospital 

Issam Hreirati   General Director, Damascus Hospital 

イサム ヘレイラテイ    ダマスカス病院長 

 



Samer Khouder                   Director of Emergency Department 

サミール コドル        ダマスカス病院救急部長 

 

 

ダマスカス市 Damascus 

Alla Dirani               Director of Emergency Services  

アラ ディラニ       ダマスカス市救急サービス局長 

 

ダマスカス近郊 Rulal-Damascus 

Hassan Jabaji   Rulal Damascus Health Director 

ハッサン ジャバジ  ダマスカス近郊保健局長 

 

Abdula Al-Asali         Director Duma Hospital 

アブドゥル アル-アサリ  ドゥマ病院長 

 

Mohamed Fares   Director Annabek Hospital 

モハメッド ファレス  アンナベック病院長 

 

アレッポ Aleppo 

Ahmad Talas   Aleppo Health Director 

アーマド タラス   アレッポ県保健局長 

 

Moufid Meselmine   Director of Emergency Department 

モウフィド ムセルマイン  アレッポ県救急部長 

 

デリゾール Dier-Al-Zor 

Dr.Ghasan Al-Arab  Dier-Al-Zor Health Director 

ガッサン アル-アラブ  デリゾール県保健局長 

 

Dr.Rami Al-Dulli   Director of Emergency Department 

ラミ アル-ドゥリ  デリゾール県救急部長 

 

Dr.Iman Mahalhel   Director of Planning  



イマン マハヘール  デリゾール県計画部長 

 

Ahmad Al-Dakheyl   Director of Accounting 

アハメッド ダケイル  デリゾール県会計部長 

 

Khaled Al-Abdulla  Director of Primary Health Care 

カレッド アル-アブドゥラ デリゾール県１次医療部長 

 

Dr.Mohamed Sayah   Manager,Assad Hospital  

モハメッド サヤァ  デリゾール県アサド病院院長 

 

Dr.Zaher Shaher   Deputy Manager,Assad Hospital 

ザへール シャヘール  デリゾール県アサド病院副院長 

 

ラタキア Lattakia 

Bashar Abraheem   Deputy Director,Lattakia Health Directorate 

バシャール アブラヒム  ラタキア保健局副局長 

 

Samal Al-oush   Deputy Director,Lattakia Health Directorate 

サマル アル-オウシェ  ラタキア保健局副局長 

 

Louay Said         Director of Emergency Department 

ロウアイ サイード  ラタキア保健局救急部長 

 

ホムス Homs 

Bary Almin         Director of Emergency services 

バリー アルミン   ホムス県救急部長 

 

Mohamed Yossef   Director of Tadmor Hospital 

モハメッド ヨセフ  タドモール病院長 

 

Mahmod Nazzel      Director of Emergency Department in Tadmor Hospital 

モハモッド ナゼル     タドモール病院救急部長 



 

独立行政法人国際協力機構シリア事務所 

日比野 崇 所員 

Maraha Morad                   所員 

 

在シリア日本国大使館 

國枝 昌樹            特命全権大使 

森安 克美    参事官 

馬場 智    二等書記官  

 



4.討議議事録（M/D)

基本設計調査時

























基本設計概要説明調査時













5. 事業事前計画表（基本設計時） 
1. 案件名 

シリア・アラブ共和国救急医療整備計画 

2. 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

 シリア・アラブ共和国（以下「シ」国）では、近年、心臓疾患等の非感染症疾病を抱え

る国民が増加、交通網の発達や都市化により交通事故が多発しており、救急患者搬送サー

ビスの利用件数は増加の一途を辿っている。係る傾向は都市部において顕著であり、特に

郊外や農村部からの流入者が多く、人口が多い都市を有する地域において激しくなってい

る。 

 救急車の利用件数の増加に対し患者の搬送に必要な救急車の不足が深刻化していること

から「シ」国は第 9次 5カ年計画（2001 年～2005 年）に救急車の配置拡充を盛り込む等、

救急車の配置を急ぐ方針を示している。第 10 次 5 ヵ年計画（2006 年～2010 年）でも救急

医療の強化を重点課題とし、救急車が現場に到着するまでに要する時間を 15 分に短縮する

ことを目標としている。ところが現状では、都市部以外に救急患者搬送サービスを受けら

れるところは少なく、保健省は自助努力で購入・配置を進めているものの、利用件数増加

のペースには追いつかず、「シ」国の救急車設置基準の半数程度のみの配置に留まってい

る。国民の間では救急サービスへの信頼感は低下しており、安全でない普通車両を使って

自力で救急病院に向かう例も見受けられる。救急サービスを受ければ助かる患者でも、病

院到着前に死亡しているケースがあり、対策が喫緊の課題となっている。現在稼動してい

る救急車の大半は無償資金協力「救急医療体制整備計画」（1992、1993 年度）で整備した車

両であり、「シ」国全土で有効活用され今後も使用可能な状態にあるものの、10 余年使用し

走行距離が 20 万ｋｍを超える車両もあるなど、代替車両がない中で過度の利用や安全性が

懸念され始めており、新車両の補強等により緩和措置を取ることが緊急の課題となってい

る。 

係る状況に対応し、全国的な救急患者搬送サービス体制を改善・強化すべく、本計画は

救急車の不足が深刻化している地域及び救急医療の全国的拠点を選択・優先し、ダマスカ

ス県、ダマスカス近郊県、アレッポ県、ホムス県、ラタキア県、デリゾール県を対象とし、

救急車関連機材を整備する。 

3. プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲および規模） 

ダマスカス県、ダマスカス近郊県、アレッポ県、ホムス県、デリゾール県、ラタキア県

において救急患者搬送サービスが拡充される。（対象６県の人口、約 1200 万人） 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

ダマスカス県、ダマスカス近郊県、アレッポ県、ホムス県、ラタキア県、デリゾール県

において救急車および無線システムが整備される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア 無線機アンテナ用のマストが整備される。 

イ ダマスカス県、ダマスカス近郊県、アレッポ県、ホムス県、ラタキア県、デリゾー

ル県において救急車および無線システムを整備する。 

ウ 救急車と無線システムを使用して救急サービスを行う。 

(4) 投入（インプット）  

ア 日本側：無償資金協力 8.72 億円 

イ 相手国側 

（ア）無線機アンテナ用の鉄塔の建設に係る経費：0.02 億円 

（イ）銀行手数料：0.01 億円 

 (5) 実施体制 

主管官庁：保健省  



実施機関：保健省 

 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

ダマスカス県、ダマスカス近郊県、アレッポ県、ホムス県、ラタキア県、デリゾール県 

(2) 概要 

ダマスカス県、ダマスカス近郊県、アレッポ県、ホムス県、ラタキア県、デリゾール県に

おいて救急車および無線システムの調達 

(3) 相手国側負担事項 

ア．無線機アンテナ用鉄塔の建設 

  イ．機材の運営・維持管理 

(4) 概算事業費 

  合計 8.74 億円（日本側 8.72 億円、「シ」国側 0.02 億円） 

(5) 工期 

入札関連業務、施工監理業務期間を含め、約 12 ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

 なし 

5. 外部要因リスク（プロジェクトの全体計画の目標の達成に関するもの） 

なし 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

なし 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提言 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

本計画で対象 6 県に救急車と無線システムを導入することにより、下記の項目が改善されると考

えられる。 

 

・対象 6 県で患者搬送数が増加する。 

 2006 年 2010 年 

ダマスカス県 165,800 人 276,333 人 

ダマスカス近郊県 85,640 人 187,749 人 

アレッポ県 95,467 人 262,534 人 

ホムス県 68,200 人 133,558 人 

ラタキア県 36,500 人 76,174 人 

デリゾール県 30,100 人 75,250 人 

 

・対象 6 県において 15 分以内に救急現場に到着できるエリアの人口が増加する。 

 2007 年 2010 年 

15 分で到着可能なエ

リアの人口（対象６県） 

5,028,950 人 

（41.1％） 

10,474,882 人 

（85.6％）  
(2) その他の成果指標 

なし 

(3) 評価のタイミング 

2010 年以降（機材稼動開始後 1年経過後） 

 



6. 参考資料／入手資料リスト 

 

調査名 救急医療整備計画 

 

番号 名   称 

形態 

図書・ビデオ

地図・写真等

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ｺﾋﾟｰ 発行機関 発行年 

1 STATISTICAL ABSTRACT 2007 

Sixty Year 図書 オリジナル 

Syrian Arab Republic 

Office of Prime Minister 

Central Bureau of 

Statistics 

2007 

2 質問回答書 図書 オリジナル Ministry of Health 2007 

3 10th Five year Plan 保健分野抜粋 電子データ コピー Ministry of Health 2006 

4 対象地域地図 地図 オリジナル Ministry of Tourism 2006 

5 Health System Profile Syria 2006 
図書 コピー 

World Health 

Organization 
2006 

6 死亡統計表 電子データ コピー Ministry of Health 2007 

7 保健省職員表 電子データ コピー Ministry of Health 2007 

8 National Health accounts 2003 for 

Syria a graphic overview 
電子データ コピー Ministry of Health 2003 

9 Ministry of health budget 

improvement and its percentage 

From the total state budget and 

the improvements of shear per 

capita for year 2007  

電子データ コピー Ministry of Health 2007 
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